
                     

来
と
の
こ
と
。

　「
通
常
は
人
が
神
社
に
来

て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
を
、
年

に
一
度
神
様
が
我
々
の
と
こ

ろ
に
出
向
い
て
く
だ
さ
る
の

が
神
幸
祭
で
す
。
こ
の
祭
典

で
は
皆
さ
ん
の
健
康
、安
全
、

日
本
ひ
い
て
は
世
界
の
平
和

を
願
っ
て
い
ま
す
」（
長
﨑

さ
ん
）。

　
町
内
を
回
っ
た
み
こ
し
は
夕
方
、
市

役
所
通
り
に
あ
る
川
崎
ダ
イ
ス
の
前
に

到
着
す
る
予
定
で
す
。

■
今
年
初
の
パ
レ
ー
ド

　
午
後
５
時
30
分
か
ら
、
今
年
初
の
試

み
で
あ
る
〝
山
王
ふ
ぇ
す
て
ぃ
ば
る
〞

を
市
役
所
通
り
で
開
催
し
ま
す
。
川
崎

市
消
防
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
の
演

奏
で
幕
開
け
。
い
さ
ご
通
り
付
近
か
ら

川
崎
市
役
所
本
庁
舎
付
近
ま
で
、
市
立

富
士
見
中
学
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
、
渡
田
一
輪
車
ク
ラ
ブ
、
地

元
有
志
の
流
し
踊
り
な
ど
が
パ
レ
ー
ド

を
し
ま
す
。

　
一
段
落
し
た
後
、
同
じ
ル
ー
ト
で
宮

入
行
列
が
行
わ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
台

車
へ
移
さ
れ
た
み
こ
し
が
、
最
後
を
飾

り
ま
す
。
そ
の
後
、
み
こ
し
は
氏
子
青

年
会
の
会
員
ら
に
担
が
れ
、
社
殿
に
入

り
ま
す
（
飛
び
入
り
参
加
不
可
）。

■
週
末
は
露
店
や
演
芸
も

　
神
社
の
周
辺
で
は
、
５
日

（
金
）
か
ら
７
日
は
、
通
常

の
半
分
ほ
ど
で
す
が
露
店
が

並
び
、
境
内
で
は
演
芸
な
ど

も
催
さ
れ
ま
す
。

　
神
代
神
楽
の
舞
は
６
・
７

日
の
午
後
１
時
〜
５
時
。
演

芸
は
６
日
は
午
後
６
時
〜
９

時
、
７
日
は
午
後
７
時
〜
９

■
神
幸
祭
は
２
基
の
大
み
こ
し
で

　
稲
毛
神
社
の
神
幸
祭
は
山
王
祭
の
最

終
日
に
、
氏
子
全
員
が
担
ぐ
「
孔く

じ
ゃ
く雀
」

と
「
玉た

ま

」
と
呼
ば
れ
る
男
女
２
基
の
大

み
こ
し
を
使
っ
た
巡
行
の
こ
と
で
す
。

　
一
昨
年
と
去
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
み
こ
し
を
神
社

の
外
に
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
て

　
今
年
は
「
お
み
こ
し
を
町
内
に
回
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
多
く
の
市
民
か
ら

の
要
望
に
応
え
る
た
め
ト
ラ
ッ
ク
を
利

用
し
ま
す
。
午
前

８
時
30
分
に
、
み

こ
し
２
基
を
４
㌧

ト
ラ
ッ
ク
２
台

に
、
み
こ
し
に
入

れ
る
御
神
体
（
御

霊
）
を
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
載
せ
神
社
を

出
発
。
23
の
氏
子

町
内
会
を
回
り
な

が
ら
、
通
常
、
神

酒
所
と
し
て
使
用

さ
れ
る
場
所
で
祝

詞
を
あ
げ
、
お
は

ら
い
を
し
ま
す
。

　
権ご

ん

ね

ぎ

禰
宜
の
長
﨑

佳
範
さ
ん
に
よ
る

と
み
こ
し
が
乗
り

物
に
載
せ
ら
れ
町

内
を
回
る
の
は
戦

後
す
ぐ
に
ト
レ
ー

ラ
ー
で
回
っ
て
以

　
稲
毛
神
社
（
川
崎
区
宮
本
町
）

の
例
大
祭
「
川
崎
山
王
祭
」（
同

祭
実
行
委
員
会
運
営
）
の
神
幸

祭
（
し
ん
こ
う
さ
い
）
が
８
月
７

日
（
日
）、
３
年
ぶ
り
に
、
一
部

規
模
を
縮
小
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

３年ぶりにみこしが
23の氏子町内会へ

稲 毛 神 社

時
。
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
が
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
し
ま
す
。

■
井
上
あ
ず
み
さ
ん
が
登
場

　
７
日
の
午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

は
境
内
で
親
子
コ
ン
サ
ー
ト
。「
と
な

り
の
ト
ト
ロ
」
な
ど
で
お
な
じ
み
の
歌

手
、
井
上
あ
ず
み
さ
ん
と
、
４
人
組
テ

ィ
ー
ン
ズ
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
「
マ
グ
ロ

二
カ
ン
」
が
ジ
ブ
リ
の
曲
を
中
心
に
演

奏
し
ま
す
。

　「
一
昨
年
、
去
年
は
露
店
も
演
芸
も

実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
少
し
ず

つ
で
も
通
常
通
り
に
戻
し
て
い
き
た

い
。
今
年
は
お
子
さ
ん
が
楽
し
め
る
内

容
を
考
え
ま
し
た
。
こ
ん
な
神
社
が
あ

る
ん
だ
と
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
長

﨑
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

　
感
染
状
況
に
よ
り
、
予
定
が
変
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
稲
毛

神
社
の
Ｈ
Ｐ
で
。

８月７日（日） 川崎山王祭の神幸祭

飾り付けをし、拝殿の前に飾られた玉（左）と孔雀（昨年の様子）
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国
道
15
号
沿
い
に
あ
る
川
崎
住

宅
公
園
で
は
８
月
６
日
（
土
）
〜

14
日
（
日
）
に
「
サ
マ
ー
・
ハ
ウ

ジ
ン
グ
・
フ
ェ
ア
」（
１
面
広
告

参
照
）
を
開
催
。
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

の
見
学
予
約
は
、
上
記
コ
ー
ド
か

ら
簡
単
に
申
し
込
め
ま
す
。

　
住
宅
優
遇
制
度
（
左
記
は
今
年

７
月
の
情
報
。
詳
細
は
国
土
交
通

省
Ｈ
Ｐ
で
）
を
上
手
に
利
用
し
て

賢
い
家
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

①
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
（
13
年
間
の

税
額
控
除
）

　
住
宅
ロ
ー
ン
を
借
り
入
れ
て
新

築
住
宅
を
取
得
し
た
場
合
、
年
末

の
ロ
ー
ン
残
高
の
０
・
７
％
が
所

得
税
（
一
部
、
翌
年
の
住
民
税
）

か
ら
最
大
13
年
間
控
除
。

　
対
象
　
２
０
２
５
年
12
月
末
ま

で
の
入
居

②
贈
与
税
非
課
税
枠
（
最
大
１
０

０
０
万
円
）　

  

対
象
　
２
０
２
３
年
12
月
末
ま

で
に
親
や
祖
父
母
か
ら
贈
与
を
受

け
、
住
宅
を
取
得
し
た
人

③
こ
ど
も
み
ら
い
住
宅
支
援
事
業

（
補
助
金
最
大
１
０
０
万
円
）

　
子
育
て
世
帯
（
18
歳
未
満
の
子

を
有
す
る
）
か
若
者
夫
婦
世
帯

（
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
39
歳
以
下
）

が
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
住
宅
ま
た
は
高
い
省

エ
ネ
性
能
な
ど
を
有
す
る
住
宅
を

新
築
す
る
際
に
補
助
金
が
交
付
さ

れ
る
制
度
。（
年
齢
は
い
ず
れ
も

２
０
２
１
年
４
月
時
点
）

※
２
０
２
３
年
３
月
31
日
（
金
）

ま
で
の
契
約
締
結
、
申
請
が
条
件

8月６日〜14日 サマーフェア
モデルハウス見学予約

〝簡単！WEBから〟
　 　　川崎住宅公園

川
崎
区
日
進
町
22
の
７

　 

０
４
４
（
２
１
１
）
３
９
３
３

　 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
。
無
休

Tel

暮らし

大手住宅メーカーの３・４階
建てモデルハウスが並びます

                     

　

夏
祭
り
に
欠
か
せ
な
い
の
が

「
盆
踊
り
」。
市
内
で
も
お
盆
の
時

期
に
は
そ
こ
か
し
こ
で
、
笛
や
太

鼓
の
に
ぎ
や
か
な
音
色
が
響
き
ま

す
。
仏
教
の
「
念
仏
踊
り
」
が
ル

ー
ツ
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
あ

る
種
の
娯
楽
と
し
て
広
ま
り
ま
し

た
。
風
紀
を
乱
す
と
し
て
た
び
た

び
取
り
締
ま
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
伝
統
的
な
踊

り
が
残
る
一
方
、
関
東
大
震
災
後
の
不
況
を
吹

き
飛
ば
そ
う
と
生
ま
れ
た
「
東
京
音
頭
」
な
ど
、

時
代
の
流
行
曲
も
取
り
入
れ
な
が
ら
発
展
し
て

き
ま
し
た
。「
盆
踊
り
が
減
っ
て
い
る
」。
周
辺

住
民
か
ら
そ
う
聞
い
た
富
士
通
ス
タ
ジ
ア
ム
川

崎
（
川
崎
区
）
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
８

年
、19
年
に
大
規
模
な
盆
踊
り
を
開
き
ま
し
た
。

19
年
に
は
ギ
ネ
ス
に
も
挑
戦
。
届
か
な
か
っ
た

も
の
の
１
５
０
０
人
超
が
参
加
し
ま
し
た
。
み

ん
な
が
ひ
と
つ
に
な
れ
る
盆
踊
り
。
地
域
の
つ

な
が
り
と
と
も
に
伝
え
た
い
で
す
ね
。

歳時記
８月 ８月 ８月 ８月 ８月 ８月 ８月 ８月 ８月 ８月 ８月 ８月 ８月 ８月 ８月 ８月 ８月 

                     

　
大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺
で
は

第

回
「
夏
期
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。
聴
講
無
料
。
友
達
と
一
緒

に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。 ８

月
20
日（
土
）～
22
日（
月
）夏
期
講
座

　

                   

大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺

昨年の夏期講座の様子


８
月

日
（
土
）

　「
心
ゆ
た
か
に
生
き
る
」

　
林
覚
乗
さ
ん
（
南
蔵
院
住
職
）


８
月

日
（
日
）

　「
密
教
、
最
後
の
切
り
札
」

　
北
尾
隆
心
さ
ん
（
川
崎
大
師
教

学
研
究
所
教
授
）


８
月

日
（
月
）

　「
問
題
行
動
を
示
す
子
ど
も
の

理
解
と
治
療
」

　
近
藤
直
司
さ
ん
（
大
正
大
学
心

理
社
会
学
部
臨
床
心
理
学
科
教

授
）

　
会
場
は
信
徒
会
館
大
講
堂
。
講

座
は
各
日
と
も
午
前
７
時
か
ら
。

学 び

   

０
４
４
（
２
９
９
）
５
１
１
１

川
崎
大
師
教
化
部
教
学
課

Tel

                     

就職氷河期世代が対象
正社員就職などに役立つ

　
川
崎
市
で
は
就
職
氷
河
期
世
代

（
お
お
む
ね

～

歳
）
対
象
の
、

正
社
員
就
職
な
ど
に
役
立
つ
短
期

集
中
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
９
月


日
（
土
）
開
講
ク
ラ
ス
（
対
面
形

式
・
全
６
日
間
）
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
中
で
す
。
会
場
は
中
原

区
。
参
加
無
料
。

　
詳
細
は
上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
。オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
も
募
集
中
。

正社員就職や就職活動に
役立つ短期集中セミナーです

　 

０
３(

５
３
４
８)

２
０
３
９

事
業
運
営
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

　 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

Tel

学 び

                     

                     

                     



                     

                     

                     

ラ
ウ
ン
ジ
」
も
。
購
入
時
に
来
店
が
難
し

い
場
合
は
在
宅
訪
問
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で

き
、
ス
タ
ッ
フ
が
自
宅
や
施
設
、
病
院
な

ど
に
出
向
い
て
く
れ
ま
す
。

　
補
聴
器
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別
セ
ミ

ナ
ー
の
対
象
は
「
聞
き
返
す
こ
と
が
多

い
」「
数
人
で
の
会
話
が
聞
き
取
り
に
く

い
」「
テ
レ
ビ
の
音
量
が
家
族
と
同
じ
だ

と
聞
こ
え
づ
ら
い
」な
ど
で
悩
ん
で
い
る
、

補
聴
器
が
初
め
て
の
人
で
す
。
講
師
は
補

聴
器
メ
ー
カ
ー
・
シ
グ
ニ
ア
社
の
技
術
担

当
者
。
▽
聞
こ
え
の
仕
組
み
▽
言
葉
を
聞

き
取
る
こ
と
の
重
要
性
▽
難
聴
と
認
知
症

▽
補
聴
器
と
集
音
機
の
違
い
、
と
い
っ
た

テ
ー
マ
を
約
30
分
間
で
解
説
し
ま
す
。

　
川
崎
本
店
で
は
、
講
師
の
声
が
聞
き
取

り
や
す
く
な
る
よ
う
、
補
聴
器
貸
し
出
し

サ
ー
ビ
ス
も
実
施
。
セ
ミ
ナ
ー
後
に
個
別

相
談
会
へ
参
加
す
る
と
、
そ
の
場
で
補
聴

器
の
試
聴
も
で
き
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
補
聴
器
を
す
で
に
使
っ
て
い
る

人
も
参
加
可
能
で
す
。

　
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
神
奈
川
で
は
、

８
月
31
日
（
水
）
ま
で
「
東
京
新
聞
Ｔ
Ｏ

「
補
聴
器
お
試
し
」５
５
０
０
円

最
新
充
電
式
耳
掛
け
型
レ
ン
タ
ル
も

　
旅
行
や
外
食
な
ど
の
楽
し
い
時
間
は
家

族
や
友
人
と
の
会
話
が
あ
っ
て
こ
そ
。
お

出
か
け
の
前
に
「
聞
こ
え
」
の
不
安
を
解

消
し
て
も
ら
お
う
と
、「
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
神
奈
川
」
で
は
、
川
崎
で
「
補
聴

器
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
」、
横
浜
で
「
個
別
セ

ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。
事
前
予
約
制
。

　
　
　
　
　
　
　
◇

　
創
業
34
周
年
を
迎
え
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
神
奈
川
は
「
補
聴
器
ユ
ー
ザ
ー
の

日
常
を
よ
り
豊
か
に
」
を
合
言
葉
に
、
地

域
密
着
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
〝
補
聴

器
の
総
合
相
談
所
〞で
す
。海
外
メ
ー
カ
ー

７
社
を
扱
っ
て
い
る
の
で
「
比
較
試
聴
」

が
可
能
。
経
験
年
数
の
長
い
認
定
補
聴
器

技
能
者
が
在
籍
し
て
お
り
、
豊
富
な
知
識

と
高
い
技
術
で
対
応
し
ま
す
。

　
マ
ス
ク
着
用
が
一
般
化
す
る
中
、
マ
ス

ク
や
眼
鏡
の
着
脱
時
に
も
外
れ
に
く
い

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
耳
穴
型
補
聴
器
」
が

人
気
で
、
電
池
交
換
の
煩
わ
し
さ
を
軽
減

し
た
各
メ
ー
カ
ー
の
充
電
式
モ
デ
ル
も
お

薦
め
。
同
店
で
購
入
す
れ
ば
、
修
理
預
か

り
時
の
代
替
え
機
は
何
度
で
も
無
料
で
貸

し
出
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
店
舗
は
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口
の
本
店
の
ほ

か
に
、
横
浜
市
西
区
の
横
浜
新
都
市
ビ
ル

（
そ
ご
う
）
９
階
に
「
横
浜
プ
レ
ミ
ア
ム

　
同
社
で
は
現
在
、
以
下
の

補
聴
器
を
薦
め
て
い
ま
す
。

▽
シ
グ
ニ
ア
「
充
電
式
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
耳
穴
型
　
Ａ

Ｘ
」
…
電
池
交
換
が
不
要
。

世
界
初
の
２
プ
ロ
セ
ッ
サ
搭

載
補
聴
器
で
、
雑
音
と
言
葉

を
分
解
す
る
機
能
が
大
幅
に

向
上
し
て
い
ま
す

▽
リ
サ
ウ
ン

ド
「
ク
ア
ト
ロ
　

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
耳
穴
型
」

（
下
写
真
）
…
他
店
で
は
大

き
な
型
し
か
で
き
な
か
っ
た

補
聴
器
で
も
、
３
Ｄ
ス
キ
ャ

ン
（
下
段
広
告
内
日
程
で
実

施
）
す
れ
ば
、
よ
り
小
さ
く

作
成
可
能
。
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン

を
使
っ
て
い
る
店
は
、
市
内

で
は
川
崎
本
店
の
み
で
す

川
崎
本
店
な
ら
３
Ｄ
ス
キ
ャン
も

以前川崎本店で行われた同社主催の補聴器セミナーの様子

「
補
聴
器
ミ
ニセ
ミ
ナ
ー
」で

何
が
分
か
る
の
？

補聴器ミニセミナー・個別セミナー 講師：シグニア補聴器
　　　　　技術担当者

他店で作成した型

３Dスキャンで作成した型

☎044 (222)9354
住所：川崎区駅前本町５の３　ＫＯＷＡ川崎駅前ビル４階
営業時間：午前１０時～午後５時　日・月曜、祝日定休

８／２５（木）
①午前１０時から
②午後２時から

８／８（月）
午前１０時～午後３時受け付け
（１組あたり約３０分）

川崎本店
ミニセミナー
スケジュール

個別セミナー
スケジュール

☎045 (534)6651
住所：横浜市西区高島２の１８の１ 横浜新都市ビル（そごう）９階
営業時間：午前１０時～午後８時　年中無休

横浜プレミアムラウンジ ●聞き返すことが増えた
●３～４人での会話が
　聞こえにくい
●テレビの音が
　聞こえづらい
●補聴器をすでに
　使っている人も
　参加ＯＫ

Ｄ
Ａ
Ｙ
読
者
限
定
お
試
し
プ
ラ
ン
」
を
用

意
。
補
聴
器
レ
ン
タ
ル
を
５
５
０
０
円
で

利
用
で
き
ま
す
。

　
プ
ラ
ン
は
次
の
２
つ
。

①
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
耳
穴
型
補
聴
器
」

２
週
間
レ
ン
タ
ル

②
「
最
新
充
電
式
耳
掛
け
型
補
聴
器
・
３

メ
ー
カ
ー
聴
き
比
べ
」
１
カ
月

　
　
　
　
　
　
　
◇

　
予
約
時
に
「
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
を
見
た
」
と

ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
貸
し
出

し
に
は
身
分
証
が
必
要
で
す
。
補
聴
器
を

気
に
入
っ
た
場
合
、
レ
ン
タ
ル
料
を
差
し

引
い
た
価
格
で
そ
の
ま
ま
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

予約は
各店まで

こんな「聞こえの悩み」が
寄せられています

※「ヒヤリングセンター神奈川」の来店者の声を元に作成

● 会話内容が分からなくても聞こえたふりを
　 してしまう

● 「聞き返すと怒られるのでは」とためらう

● 音量を気にしてテレビを字幕で見るが味気ない

● 出掛ける際は通訳が必要になるが頼みにくい

● 人が多いと聞き取りが困難で話す気になれない

８月１１日～１５日
夏期休業

川崎駅東口

お出かけ前に「聞こえ」の不安を解消

ヒヤリングセンター神奈川のスタッフ

参加費
無料

補聴器が初めての人向け
ミニセミナーと個別セミナー

                     



                     

                     

                     

　
地
元
密
着
で
数
十
年
の
実
績
が

あ
る
「
島
崎
行
政
書
士
事
務
所
」

（
川
崎
区
）
で
は
、
財
産
の
多
い

少
な
い
に
関
わ
ら
ず
遺
言
書
を
作

る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
と
い

う
の
は
、
遺
さ
れ
た
人
が
困
っ
た

事
例
を
多
く
見
て
き
た
か
ら
。
特

に
子
ど
も
の
い
な
い
夫
婦
や
ど
ち

ら
か
が
再
婚
な
ど
の
場
合
は
、
相

「
遺
言
書
は
保
険
の
よ
う
な
も
の
で
す
」

島
崎
行
政
書
士
事
務
所

親子２代で事務所を経営
（写真は同事務所提供）

続
人
が
複
雑
に
な
り
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
同
事
務
所
は
、
遺
言
書
作
成
の

相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
自
分

が
相
続
人
の
対
象
に
な
る
か
ど
う

か
は
、
電
話
で
も
教
え
て
く
れ
る

そ
う
で
す
（
相
談
無
料
）。「
遺
言

書
が
な
い
と
実
現
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
保
険
の
よ
う
な
も

の
と
考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
島
崎

翔
太
さ
ん
。

　
他
士
業
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

お
り
、
全
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行

え
ま
す
。
外
国
籍
の
人
の
相
談
に

も
対
応
。
市
内
は
無
料
出
張
。

川
崎
区
四
谷
上
町
16
の
21

　 

０
４
４(

２
７
７)

３
０
０
７

暮らし

Tel

                     

　「
家
族
葬
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ハ
ウ

ス
か
わ
さ
き
北
部
」（
高
津
区
下

作
延
６
の

の
１
）
＝
Ｊ
Ｒ
南
武

線
・
津
田
山
駅
か
ら
徒
歩
約
３
分

＝
で
は
、
８
月

日
（
土
）
午
前


時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
「
生
前

遺
影
撮
影
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
27
日（
土
）生
前
遺
影
撮
影
会

 

家
族
葬
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
か
わ
さ
き
北
部

プロのカメラマンが撮影します
（写真はイメージ）

要
予
約
。
先
着

人
。

　
お
葬
式
の
と
き
に
慌
て
て
遺
影

用
の
写
真
を
探
し
た
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
　
同
社
で
は
、
人
生

を
締
め
く
く
る
「
終
活
」
の
一
環

と
し
て
、
自
分
ら
し
い
遺
影
を
撮

っ
て
お
く
よ
う
勧
め
て
い
ま
す
。

　
参
加
費
は
無
料
。
プ
ロ
の
カ
メ

ラ
マ
ン
が
５
分
ほ
ど
で
約

枚
を

撮
影
し
、
そ
の
場
で
現
像
す
る
写

真
を
選
定
。
Ｌ
判
サ
イ
ズ
に
印
刷

し
た
写
真
１
枚
と
、
そ
れ
以
外
の

デ
ー
タ
を
保
存
し
た
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
が

後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　 (

０
１
２
０)

３
９
７
３
３
３

家
族
葬
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
・
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

Tel

暮らし

                     

駅
西
口
か
ら
臨
港
バ
ス
に
乗
り
、

バ
ス
停
「
静
翁
寺
前
」
で
降
車
し

徒
歩
約
１
分
と
ア
ク
セ
ス
良
好
。

計

台
分
の
駐
車
場
も
完
備
し
て

い
ま
す
。

　
閑
静
な
住
宅
街
の
中
に
あ
り
、

さ
わ
や
か
な
日
差
し
が
降
り
注
ぐ

墓
苑
。
フ
ラ
ッ
ト
で
歩
き
や
す
く

な
っ
て
お
り
、
穏
や
か
に
流
れ
る

　
昭
和
９
年
創
業
の
石
材
店
「
石

の
水
口
」
で
は
、「
静
翁
寺
（
じ

ょ
う
お
う
じ
）」（
幸
区
神
明
町
２

の

）
に
あ
る
新
区
画
の
墓
苑
を

案
内
し
て
い
ま
す
。

　
静
翁
寺
は
開
創
か
ら
４
２
０
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
曹
洞
宗
の
寺

院
。
Ｊ
Ｒ
南
武
線
・
矢
向
駅
か
ら

徒
歩
約
７
分
、
ま
た
は
Ｊ
Ｒ
川
崎

時
間
を
感
じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

と
落
ち
着
い
た
気
持
ち
で
お
参
り

で
き
ま
す
。

　
案
内
中
の
新
区
画
は
、
０
・


平
方
㍍
、
０
・
３
平
方
㍍
、

０
・

平
方
㍍
の
３
種
類
で
、

１
３
２
万
６
０
０
０
円
（
永
代
使

用
料
・
墓
石
代
・
基
本
彫
刻
代
・

免
震
施
工
代
を
含
む
）
か
ら
。
管

理
料
は
年
間
１
万
７
０
０
０
円
の

み
。
生
前
予
約
が
可
能
で
、
過
去

の
宗
旨
・
宗
派
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
静
翁
寺
で
は
、
伝
統
的
な
墓
地

だ
け
で
な
く
、
承
継
者
不
要
の
永

代
供
養
墓
、
夫
婦
墓
な
ど
多
様
な

形
の
供
養
も
提
案
し
て
い
ま
す
。

開創420年以上の歴史ある幸区・静翁寺
         新区画の墓苑を「石の水口」が案内

暮らし

川
崎
区
渡
田
３
の
２
の
16

　 

（
０
１
２
０
）
１
４
３
７
４
８

販
売
代
行
・
管
理
「
石
の
水
口
」

　 

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

Tel

静翁寺本堂

フラットで歩きやすい墓苑には
さわやかな日差しが降り注ぎます

                     

然
温
泉
の
ほ
か
に
、
電
気
風
呂
と

ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
、
バ
イ
ブ
ラ
バ
ス

が
あ
る
白
湯
や
水
風
呂
も
。
サ
ウ

ナ
は
２
種
類
あ
り
、
ス
チ
ー
ム
サ

ウ
ナ
は
入
浴
料
の
み
で
楽
し
め
ま

す
（
ド
ラ
イ
サ
ウ
ナ
利
用
の
場
合

は
プ
ラ
ス
１
０
０
円
）。

　
一
番
人
気
は
半
露
天
風
呂
。
外

気
を
感
じ
な
が
ら
、
開
放
感
あ
ふ

れ
る
浴
槽
で
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
ま
す
。

　
街
の
銭
湯
に
は
珍
し
く
、
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
14
台
分
完
備
。
３
代

　
川
崎
駅
東
口
か
ら
塩
浜
方
面
行

き
の
バ
ス
に
乗
り
、
バ
ス
停
・
中

島
交
番
前
で
下
車
し
徒
歩
約
２

分
。
旧
商
店
会
通
り
の
中
ほ
ど
に

あ
る
「
中
島
湯
」
は
朝
６
時
か
ら

オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
「
朝
風
呂
好

き
」の
間
で
は
有
名
な
銭
湯
で
す
。

　
黒
湯
が
楽
し
め
る
と
評
判
の
天

目
の
砂
辺
修
平
さ
ん
は
「
車
な
ら

銭
湯
に
子
ど
も
を
連
れ
て
く
る
の

も
楽
だ
と
思
う
。
ぜ
ひ
家
族
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

川
崎
区
中
島
２
の
７
の
13

　 
０
４
４
（
２
４
５
）
８
９
５
１

　 

午
前
６
時
〜
午
前
０
時

　 

月
曜

Tel休

開放感あふれる半露天風呂

３代目の砂辺修平さん

朝６時からオープン

銭湯めぐり 中島湯
川崎区

か わ さ き

                     

　
か
わ
さ
き
宙
（
そ
ら
）
と
緑
の

科
学
館
で
は
８
月
21
日
（
日
）
ま

で
、「
誕
生
99
年
　
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
の
ひ
み
つ
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
発
明
さ
れ
て
今
年
で
99
年

を
迎
え
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
企
画
展
で
す
。

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
開
発
と
進 ト

ピ
ッ
ク
ス

川崎市役所
発信の情報

歩
の
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
同

科
学
館
で
２
０
１
０
年
ま
で
使
用

し
て
い
た
操
作
盤
、
星
座
絵
投
影

機
、流
星
投
影
機
な
ど
を
展
示
し
、

機
能
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
入
館
無
料
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
観
覧
は
大
人
４
０
０
円
、高
校
・

大
学
生
、
65
歳
以
上
２
０
０
円

（
要
証
明
書
）、中
学
生
以
下
無
料
。

詳
細
は
右
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

　
川
崎
市
上
下
水
道
局
と
川
崎
フ

ロ
ン
タ
ー
レ
は
８
月
７
日
（
日
）、

中
原
区
の
等
々
力
陸
上
競
技
場
周

辺
で
「
か
わ
さ
き
水
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。
午
後
１
時
〜
６
時

30
分
（
雨
天
時
内
容
変
更
の
可
能

性
あ
り
）。

　
会
場
は
、
水
の
こ
と
を
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
「
か
わ
さ
き
水
ま

つ
り
ラ
ン
ド
」、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

大
使
館
が
協
力
す
る
「
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｌ

Ａ
Ｎ
Ｄ
ラ
ン
ド
」、
ふ
ろ
ん
太
の

故
郷
、海
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た「
ふ

ろ
ん
太
海
ラ
ン
ド
」
の
３
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。「
か
わ
さ
き
水

ま
つ
り
ラ
ン
ド
」
に
は
ス
プ
ラ
ッ

シ
ュ
ス
ラ
イ
ダ
ー
（
４
０
０
円
）

な
ど
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
充
実
。「
水
着
が
お
す
す

め
」
と
の
こ
と
。
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ｄ
ラ
ン
ド
で
は
午
前
９
時
か
ら
特

典
付
き
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
（
２
時
間

３
７
０
０
円
）が
堪
能
で
き
ま
す
。

　
最
新
情
報
は
右
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
Ｈ
Ｐ
で
。

イベント

歴代の機械を展示

多
摩
区
枡
形
７
の
１
の
２

   

０
４
４
（
９
２
２
）
４
７
３
１

　 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　 

月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）。

祝
日
の
翌
日
（
土
・
日
曜
、
祝
日
の

場
合
は
開
館
）

Tel

イベント

ＦＩＮＬＡＮＤランド

休

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
歴
史
、機
能
を　

　
　
　

  

か
わ
さ
き
宙
と
緑
の
科
学
館

８
月
７
日（
日
）等
々
力
陸
上
競
技
場
周

辺
で　
　
「
か
わ
さ
き
水
ま
つ
り
」開
催

©川崎フロンターレ



                     

                     

                     

　
川
崎
市
立
東
小
倉
小
学
校
（
幸

区
）
は
か
わ
さ
き
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ゴ
ー

ル
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
に
認
証
さ
れ
て

い
ま
す
。
５
年
生
は
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
「
わ
た
し
た
ち
が
世

界
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
を
テ

ー
マ
に
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
７
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎

や
東
亜
建
設
工
業
、
バ
イ
オ
イ
ン

サ
イ
ト
な
ど
、
食
に
関
わ
る
９
つ

の
同
ゴ
ー
ル
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
認
証

企
業
・
団
体
か
ら
、
食
品
ロ
ス
へ

の
取
り
組
み
方
を
聞
き
ま
し
た
。

　
川
崎
区
に
あ
る
日
本
ダ
ス
ト
の

渡
邉
佑
介
さ
ん
は
、
廃
棄
物
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
、
飼
料
や
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
原
料
に
な
る
ペ
レ
ッ
ト
、

燃
料
に
し
て
い
る
と
説
明
し
ま
し

た
。「
ポ
イ
捨
て
す
る
と
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
な
い
よ
。
ポ
イ
捨
て
し

て
な
い
よ
ね
」
と
問
い
か
け
る
と

「
し
て
な
い
！
」
と
き
っ
ぱ
り
答

え
る
児
童
た
ち
。
説
明
を
聞
い
た

五
十
嵐
紗さ

や彩
さ
ん
（
10
）
は
「
ゴ

ミ
の
分
別
を
し
っ
か
り
意
識
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
渡
邉
さ
ん
は
「
真
剣
に
話
を
聞

い
て
く
れ
た
。
自
分
の
子
ど
も
の

こ
ろ
に
比
べ
る
と
、
も
の
す
ご
く

知
識
が
豊
富
」
と
感
心
し
て
い
ま

し
た
。

東小倉小の５年生
総合的な学習の時間に
９つの企業・団体から
SDGsの取り組みを聞く

学 び

廃棄物から作られたペレットを

土
に
触
れ
て
み
よ
う

                     

                     

　
千
葉
県
富
津
市
の
マ
ザ
ー
牧
場

で
は
、
夏
に
ぴ
っ
た
り
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
人
気
の
水
遊
び
イ
ベ
ン
ト

が
、
み
ど
り
の
ひ
ろ
ば
の
「
び
し

ょ
ぬ
れ
エ
リ
ア
」。
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
や
大
ホ
ー
ス
か
ら
大
量
の
水

が
飛
び
出
し
、
思
い
切
り
水
遊
び

が
楽
し
め
ま
す
。
８
月

日（
水
）

ま
で
。
①
正
午
か
ら
②
午
後
２
時


分
か
ら
（
各
回
約

分
）。
荒

天
時
中
止
。

場
で
の
一
日
を
締
め
く
く
る
大
迫

力
の
「
打
ち
上
げ
花
火
」
は
必
見

で
す
（
午
後
７
時

分
か
ら
。
約


分
）。

　
並
ば
ず
に
「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ガ

ー
デ
ン
ズ
」
で
花
火
を
見
な
が
ら

食
事
が
楽
し
め
る
「
花
火
鑑
賞
席

前
売
り
食
事
券
」も
お
薦
め
で
す
。

　
入
場
料
や
営
業
時
間
な
ど
は
マ

ザ
ー
牧
場
の
Ｈ
Ｐ
で
確
認
を
。

水遊びや打ち上げ花火も
暑い夏にぴったりの
楽しいイベント盛りだくさん！
    千葉県富津市・マザー牧場

レジャー

千
葉
県
富
津
市
田
倉
９
４
０
の
３

　 

０
４
３
９
（
３
７
）
３
２
１
１

Tel

　
ナ
イ
ト
遊
園
地
や
限
定
イ

ベ
ン
ト
が
楽
し
め
る
夏
の
恒

例
の
夜
間
営
業
「
サ
マ
ー
ナ

イ
ト
フ
ァ
ー
ム
」
は
８
月


日
ま
で
の
土
・
日
曜
、
祝
日

と

日
（
金
）、

日
（
月
）

に
開
催
さ
れ
時
間
は
午
後
４

時
～
８
時

分
。
マ
ザ
ー
牧

「
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ァ
ー
ム
」
の

開
催
日
に
は
打
ち
上
げ
花
火
も

アトラクションで夜まで
たっぷり遊べるナイト遊園地

                     

宮
前
区
の
市
立
有
馬
小
学
校
で
あ

り
、
３
年
生
の
２
ク
ラ
ス

人
が

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
中
原
区
内
に
練
習
拠
点
を
置
く

同
チ
ー
ム
が
「
か
わ
さ
き
ス
ポ
ー

　
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
「
富
士
通
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ー

ズ
」
の
選
手
６
人
が
コ
ー
チ
を
務

め
る
、
川
崎
市
主
催
の
「
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」が
７
月

日
、

分
か
れ
て
１
対
１
を
競
う
「
ワ
ン

オ
ン
ワ
ン
」
な
ど
３
種
類
の
メ
ニ

ュ
ー
を
こ
な
し
ま
し
た
。

　
体
験
を
終
え
、
小
笠
原
蓮れ

ん

さ
ん

（
９
）
は
「
選
手
は
岩
の
よ
う
に

大
き
か
っ
た
。
パ
ワ
ー
が
す
ご
か

っ
た
」
と
笑
顔
。
父
親
が
ア
メ
フ

ト
社
会
人
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い

る
と
い
う
鈴
木
睦む

つ

実み

さ
ん
（
８
）

は
「
試
合
を
見
た
こ
と
は
あ
る
け

れ
ど
プ
レ
ー
す
る
の
は
初
め
て
。

機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
や
っ
て
み

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
山
口
輝

あ
き
ら

選
手
は
「
こ
う
し
た
教

室
に
は
初
め
て
参
加
し
た
が
楽
し

ん
で
も
ら
え
て
良
か
っ
た
」
と
充

実
し
た
様
子
で
、「
今
日
の
体
験

を
通
し
て
ア
メ
フ
ト
に
も
っ
と
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

宮前区・有馬小で「ふれあいスポーツ教室」
アメフト選手と児童60人が交流

選手からのアドバイスに耳を傾ける児童たち

ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
し
て
行
っ
て
い

る
活
動
の
一
環
。

児
童
た
ち
は
こ
の

日
、
ア
メ
フ
ト
が

原
型
で
「
タ
ッ
ク

ル
」の
代
わ
り
に
、

腰
に
付
け
た
フ
ラ

ッ
グ
を
奪
う
「
フ

ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
」
を
体
験
。

選
手
が
投
げ
た
ボ

ー
ル
を
走
り
な
が

ら
受
け
る
「
キ
ャ

ッ
チ
」、
攻
守
に

ニュース

                     

　
川
崎
市
内
に
在
住
、
在
学
の
小

学
５
、
６
年
生
を
対
象
と
し
た
作

文
と
絵
画
の
コ
ン
ク
ー
ル
、「
第

31
回
川
崎
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞
」（
同

実
行
委
員
会
主
催
、
川
崎
信
用
金

庫
協
賛
）の
表
彰
式
が
７
月
22
日
、

川
崎
信
用
金
庫
本
店
大
会
議
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、
作
文
の
部
が
「
私

の
未
来
　
川
崎
の
未
来
　
い
ろ

い
ろ
な
未
来
」、
絵
画
の
部

が
「
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
　
川

崎
」。
作
文
５
７
９
点
、
絵

画
４
４
３
９
点
の
応
募
の
中

か
ら
、
14
人
が
受
賞
し
ま
し

た
。

　「
川
崎
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
大

賞
」
作
文
の
部
は
、
中
西
功

樹
さ
ん
（
渡
田
小
５
年
）
の

「
光
る
川
崎
の
未
来
」
と
、

作文と絵画の部で14人
川崎ジュニア文化賞の
表彰式が行われる
川崎信用金庫本店で

ニュース

鈴
木
紗
知
さ
ん（
中
野
島
小
５
年
）

の
「
夢
へ
と
つ
な
が
る
一
歩
」
が

受
賞
。

　
絵
画
の
部
は
末
廣
結
菜
さ
ん

（
南
野
川
小
６
年
）
の「
思
い
出
の

民
家
園
」
と
、德と

く

植う
え

琴こ

遥は
る

さ
ん
（
木

月
小
６
年
）
の
「
私
の
そ
ば
に
は

〝
春
〟が
あ
る
」が
受
賞
し
ま
し
た
。

末
廣
さ
ん
は
昨
年
の
川
崎
市
長
賞

に
続
い
て
の
受
賞
で
す
。

　
堤
和
也
実
行
委
員
長
は
「
受
賞

者
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
経
験
を

も
と
に
、
ぜ
ひ
い
ろ
ん
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
」
と

た
た
え
た
あ
と
、
一
人
ず
つ
、
賞

状
と
副
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

　
作
品
は
８
月
６
日
（
土
）
か
ら

18
日
（
木
）
ま
で
、
川
崎
ア
ゼ
リ

ア
ウ
イ
ン
ド
ー
ス
ペ
ー
ス
に
展
示

さ
れ
ま
す
。
　

川崎ジュニア文化賞の受賞者ら

                     



                     

                     

                     

　この２年、感染対策の徹底な
どでインフルエンザの流行は見
られませんでした。しかし、今冬
は流行が懸念され、ワクチン接
種が推奨されています。冬を迎え
ている豪州では４月以降、報告例
が急増し、感染者数のピークは過
去５年を超えています。６月には
都内の小学校でもインフルエン
ザによる学年閉鎖がありました。
　新型コロナの影響によって風
邪の流行がほぼない状況で、風
邪やインフルエンザへの免疫が

https://mk-kodomo.com/index.html川崎市幸区大宮町1310 ミューザ川崎2F
☎044 (542)8868☎044 (542)8866

子育て中の
悩みを解決♪教えて！！  ドクター

三井俊賢（医療法人社団育心会・理事長、小児科医）

落ちていることは十分に考えら
れます。豪州では新型コロナとイ
ンフルエンザの同時流行が見ら
れます。同時流行で医療が逼迫
（ひっぱく）すると、通常の診療が
できなくなる可能性もあります。
　日本ワクチン学会では、今季の
インフルエンザワクチン接種に
ついて、特に接種を推奨される方
が確実に接種できる体制を、早
期に準備することが重要だとし
ています。予防に最も効果的な方
法はワクチンの接種です。また、
かかったとしても重症化を防ぐ効
果があることも分かっています。

インフルエンザ今回の
テーマは

                     

                     

本だな本だな
みんなの 『５番レーン』

ウン・ソホル：作　
ノ・インギョン：絵

すんみ：訳

対象年齢＝10歳から
定価1760円 （1600円＋税）
鈴木出版

　小学生女子自由形で、だれより
も速いカン・ナルは、水泳部のエー
ス。ところが、急にタイムを伸ば
したライバルに大会で負けてしま
います。勝てなくなってあせる気
持ちから、ある事件を起こしてし
まったナルがとった行動とは…。
　正々堂々と競い合い、自分で自
分の道を決めていく。そんな主
人公たちはまぶしいほどの輝きを
放っています。小学校最後の熱い
夏、初恋、そして成長を描いた、
美しいカラーさし絵満載のみずみ
ずしい物語。

                     

めいめい１歳おめでとう。
ねぇねだいすき

生まれてきてくれて
ありがとう。愛してる！

毎日かわいい笑顔を
ありがとう！大好き～！

６歳になっても優しい
お兄ちゃんでいてね♪

果物が大好きな和です。
大きくなってね！

せんちゃんは
わが家のアイドルです

山
や ま だ

田栞
せ ん た ろ う

太朗くん

大好きねぇね。
今年は一緒に七五三☆

４歳おめでとう！
いつも笑顔をありがとう

いつも元気で満点笑顔！
　３歳おめでとー！

とろける笑顔が
チャームポイント

好き嫌いが無くもりもり
食べる元気な子どもです

毎日元気いっぱい！
早くプール行きたいね♪

笑顔がかわいい
らーちゃん。大好き

松 ま
つ
も
と本

來 ら

に虹
ち
ゃ
ん

つかまり立ち、
ママと歩く練習大好き！

1さい 3さい1さい 5さい 1さい

十八番はアナ雪☆
元気な歌声が大好きだよ♪

杉 す
ぎ
も
と本

梨 り

ん

か佳
ち
ゃ
ん

1さい

1さい 1さい 6さい

3さい 3さい

2さい 1さい

4さい 3さい

森 も
り

佳 か

の

ん音
ち
ゃ
ん

井 い
の
う
え上

陽 ひ

ま

り莉
ち
ゃ
ん

佐 さ

さ

き

々
木
清 し

ん

ち
ゃ
ん

紗 さ

え英
ち
ゃ
ん

鈴 す

ず

き木
陸 り

く

や也
く
ん

黒 く

ろ

だ田
凪 な

ぎ

と澄
く
ん

そ
う
ち
ゃ
ん

和 の
ど
か

ち
ゃ
ん

村 む

ら

の野
穣 じ

ょ
う
じ士

く
ん

小
こ や ま

山明
め  い  さ

衣咲ちゃん 原
は ら し ま

島日
ひ な

菜ちゃん

いわだてりゅうとくん

９月生まれのお子さん募集中
スマホor携帯から今すぐ応募!

　スマートフォンまたは携帯電話でＱＲコードを読み取っ
て、必要事項を入力のうえ投稿してください。パソコンの
場合は下記ＵＲＬから。メールでは受け付けていません。
　８月17日（水）まで。応募多数の場合、早めに締め切る場
合があります。掲載された方には粗品を差し上げます。

https://www.tokyo-np.co.jp/ad/today_voiceURL

９月に誕生日を迎えるお子さん（０～７歳）の写真を
募集します。応募用写真をお送りください。１人１枚。

８月生まれの
みなさん !!キ

ッ
ズ
写
真
館

応募は
こちら!!



                     

                     

                     

六白
金星

二黒
土星

七赤
金星

三碧
木星

八白
土星

四緑
木星

九紫
火星

五黄
土星

一白
水星

出会いを引き寄せて交流を図る月。
人や物事との出会いが運気を高める。
神社やパワースポットに行くのも吉
●西・北西・東・南東◆ブルー

今月は我を押し通さない。協調性が
大事。周りをサポートすることが吉と
出る運気。心穏やかに手堅く過ごして
ね●北・西・南西◆ゴールド

変化を望むなら前半から準備。待つ
のも待たせるのもありの月。土台づく
りが肝心。実行が遅くなっても焦らな
い●南・西・北西◆ベージュ

人との向き合い方を考えさせられる
月。自分の気持ちや価値観を言葉に
出して伝える。不平不満は説明不足
が原因●北・北西・南西◆オレンジ

今月は行動することが新たな展開に
つながる。諦めずに挑戦してね。「違っ
たかな」という失敗も価値ある学び
●北・南・南東◆ネービーブルー

問題が起こって運が動くことがある。
良くなるか悪くなるかは対処次第。流
れに合わせて考えや動き方を変える
月●南・西・北西◆シルバー

何事にも積極的に取り組む。運気上昇
の月。相談事にも親切にね。誰かに
助けてもらったら誰かを助ける。縁は
循環する●北・南◆グリーン

好調そうでも感情が不安定になりがち
な月。冷静になることが大事。未来の
ことより今。目の前のことに集中●東・
南東・南西◆ダークグリーン

良くも悪くもスポットライトが当たる。
環境や精神的にも変動の激しい月。
旅や模様替えでリフレッシュ●南・南
西・西・北西◆ワインレッド

鑑定士：文月 紫里羅（ふづき しりら）
070（1391）8777

●今月の吉方位 ◆今月のラッキーカラー

二黒土星 三碧木星 四緑木星 五黄土星 七赤金星 九紫火星
昭和２ 昭和元 大正14 大正13 大正12 大正11 大正10 大正９ 大正８
昭和11 昭和10 昭和９ 昭和８ 昭和７ 昭和６ 昭和５ 昭和４ 昭和３
昭和20 昭和19 昭和18 昭和17 昭和16 昭和15 昭和14 昭和13 昭和12
昭和29 昭和28 昭和27 昭和26 昭和25 昭和24 昭和23 昭和22 昭和21
昭和38 昭和37 昭和36 昭和35 昭和34 昭和33 昭和32 昭和31 昭和30
昭和47 昭和46 昭和45 昭和44 昭和43 昭和42 昭和41 昭和40 昭和39
昭和56 昭和55 昭和54 昭和53 昭和52 昭和51 昭和50 昭和49 昭和48
平成２ 平成元 昭和63 昭和62 昭和61 昭和60 昭和59 昭和58 昭和57
平成11 平成10 平成９ 平成８ 平成７ 平成６ 平成５ 平成４ 平成３
平成20 平成19 平成18 平成17 平成16 平成15 平成14 平成13 平成12
平成29

‒
平成28

‒
平成27

‒
平成26

‒
平成25
令和４

平成24
令和３

平成23
令和２

平成22
平成31(令和元)

平成21
平成30

※１月１日～２月３日に生まれた人は前年生まれになります自分の星をチェック！！

８
月
の
九
星
易
占
い

次
回
の
掲
載
は
９
月
２
日
付
の
予
定
で
す

                     

つくりかた

材料（大人４人分）

①野菜とパインを食べやすい大きさ
に切る
②ニンジン・キャベツの順にゆでる。
③★を合わせ、ドレッシングを作る。
④❷とカットしたキュウリ、パインを
❸であえる。

　おなじみのフレンチサラダにパイ
ナップルでアクセントを加えた一品
です。パインに多く含まれるビタミ
ンＣには抗酸化作用による免疫の
向上が見込めます。パインの甘さ
で食べやすく、野菜が苦手なお子
さまにもオススメです。

栄養ワンポイントメモ

キャベツとパインの
フレンチサラダ

キャベツ　350ｇ
キュウリ　 100ｇ
パインスライス缶
　　　　　100ｇ
ニンジン　　60ｇ

ひかり幼稚園（川崎区・幸区）の
人気給食メニューを紹介 ★酢　大さじ2

★油　大さじ2
★食塩　少々
★てんさい糖　
　　　小さじ１
※砂糖でも可

                     

　今回を持ちまして当欄を終了いたします。ご投稿、

ご愛読ありがとうございました。

　厚く御礼申し上げます。

東京新聞ＴＯＤＡＹ   

TODAY川柳
編集部選

お
題

お
題

                     



                     

                     

                                          


